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　妊娠中は女性ホルモンの影響で歯肉炎、虫歯、歯周病になりやすく、悪
化しやすい傾向が見られます。特に妊娠中期には、歯肉の状態が悪くなる
と言われています。妊娠による内分泌機能の変化、唾液pH値の低下、唾
液が粘っこくなるので、歯垢がたまりやすく、体温が高くなるので細菌
が繁殖しやすくなるのです。また、妊娠中は歯みがきがどうしても面
倒になってしまいがちなので、しっかりと口腔内もケアしていきまし
ょう。赤ちゃんが生まれたら忙しく、なかなか自分の口腔ケアまで気
が回らなくなりがちです。妊娠中に是非、虫歯治療も終わらすといい
と思います。 　　　　　　　　　　　　安光歯科　院長　安光　秀人 
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いの町観光協会からのお知らせ 

いの町観光協会事務局（ギャラリー・コパ内） 

   893‐1211　　　 893‐1205　　ホームページ　http://inofan.jp

連 絡 ・  

問 い 合 わ せ 
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